別紙２

販売及び貯蔵設備に関する事項
１．販売に関する事項

	販売予定地域
	

	販売予定戸数
	　　　　　　　　　　　　　戸

	販売予定数量
	　　　　　　　　　　　トン／年


　　　　※１．販売予定は，登録申請時に予定している計画を販売ごとに記載すること。

　　　　　２．販売予定地域は，販売しようとする一般消費者の分布している地域を○○市○○町というように記載すること。

２．貯蔵に関する事項

　(1) 貯蔵施設の位置及び構造

　　　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　　　　　番

　　　貯蔵施設は　　　　　　　　　　　　　　　町字　　　　　　　　　　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　郡　　　　　　　　　　　　　　番地

　　　別紙設計図のとおり設置します。

　(2) 貯蔵能力（　　　　　　　）㎏　×（　　　　　　　）本＝（　　　　　　　）㎏
　(3) 床面積及び保安物件との距離

　　床面積（芯々　　　　　）平方メートル（内側　　　　　）平方メートルの貯蔵施設の外壁から最も近い第一種保安物件（　　　　　　　）まで（　　　　　　　）メートル最も近い第二種保安物件（　　　　　　　）まで（　　　　　）メートルを保有します。

　(4) 付近の状況

　　　下記及び別紙の付近状況図のとおりです。

　　①　貯蔵施設の周囲２メートル以内は火気使用禁止区域とし警戒標を掲げます。

　　②　貯蔵施設の周囲２メートル以内に危険物など引火性，発火性の物は置きません。

　(5) 貯蔵施設の消火設備

	設置場所
	粉末消火器のメーカー品及び型式
	薬剤充てん量
	本　数

	貯蔵施設外で15メートル以内の場所
	　　　　　　　　　Ａ

　　　　　　　　　Ｂ．Ｃ
	　　　　　㎏
　　　　　入

　　　　　㎏
　　　　　入
	　　本

　　本


　(6) 貯蔵施設の警戒標

　　　貯蔵施設の外壁に周囲から見えやすい（　　　　）方向に「ＬＰガス貯蔵施設燃 」「火気厳禁」「無断立入禁止」を赤色ペイントで表示します。

　(7) 貯蔵施設の照明

　照明には（　　　　　）を使用します。また，携帯電燈１個は貯蔵施設の入口付近に置きます。

　(8) 液化石油ガス貯蔵の方法

①　充てん容器等は，充てん容器及び残ガス容器にそれぞれ区分して貯蔵施設内に整頓しておきます。なお，区分を明確にするため色ペイントで線を引き，そのうえ，「充てん容器」「残ガス容器」の表示をします。
　　②　充てん容器施設等は屋根，障壁等により常に４０℃以下の温度に保持します。

　　　　温度確認のため施設内に温度計を設置します。

　　③　貯蔵施設には，関係者以外の者の立入りを禁ずると共に容器の受払を確実に行い，盗難防止のため営業時間外は扉に施錠します。

　　④　充てん容器等の転落等を防止するため床面は水平を保持するようにします。

　　⑤　１０kg用以下の容器は２段積みまでとし，２０㎏用以上の容器は積み重ねません。また固定プロテクターのない容器にはキャップをします。

　　⑥　貯蔵施設には作業に必要なもの以外の物は置きません。

　(9) 販売所と貯蔵施設との距離　　　１，２の該当項目に○印を付すこと。
　　１，貯蔵施設は販売所と同一敷地内にあり，距離は（　　　　　）メートルです。

　　　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　　　　　番

　　　販売所の所在地　　　　　　　　　　　　　町字　　　　　　　　　　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　郡　　　　　　　　　　　　　　番地

　　２，貯蔵施設が販売所と離れているため（距離は　　　　　メートル），次の者を当該貯蔵施設に常駐又はさく，へいを設け施錠等を行います。また，通常状態において販売所から１０分以内で到着できます。

　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　（資格）

　　　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　　　　　番

　　　販売所の所在地　　　　　　　　　　　　　町字　　　　　　　　　　　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　郡　　　　　　　　　　　　　　番地
